
　進む橋の高齢化　安全確保への努力　

高齢化する
ふるさとの橋

予防保全と長寿命化　

橋の長寿命化
橋にも高齢化社会がやってくる

建設してから50年を超える橋の数と割合

橋を長持ちさせるための取組

○千葉市が管理する道路の橋は、446橋です。
○高齢化の目安である建設後50年を越える橋は、現在約2％ですが、20年後には約50％が建設後50年を超えるため、
今後、高齢化に伴う傷みなどが心配されます。（平成21年 4月現在）

○点検を計画的に実施することで、橋の傷を早めに発見でき、小さな傷のうちに修繕できます。

建設後50年以上
10橋（2%）

建設後50年未満
436橋（98%）

建設後50年以上
233橋（52%）

建設後50年未満
213橋（48%）

平成21年 平成41年

約23倍

美浜大橋（昭和60年建設、28年経過）

今までのように大きな傷を発見してから直すという方法から、小さな傷のうちに、計画的に直していく方法
に変えることで、橋をできるだけ長持ちさせ、維持管理にかかる費用を節約するために「千葉市橋梁長寿
命化修繕計画（平成22年5月）」をつくりました。

点検の様子 修繕の様子

今までのイメージ

今後のイメージ

小さな傷が発生
まだ車の通行に
問題がない

今のうちに
直そう！

傷が大きくなってきた。
そろそろ限界かも。

傷が小さいから、工事費
も少なくて済んだ。

橋を長く使うことが
できました。

橋を
つくり直しました。
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